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1　はじめに

　ここでは、頭地下手遺跡Ⅳ区から出土した石器石材

について、分類と計測を行い、その特徴を析出し、縄

文時代におけるチャートの石材原産地及び石器製作址

遺跡としての重要性を述べる。

2　対象と方法
　頭地下手遺跡Ⅳ区から出土した剥片、砕片、石核、

母岩、原石といった製品以外の石器を対象として、そ

の石材を分類、同定し、併せて数量、重量をはかる。

その結果を表とグラフにとりまとめ、全体の傾向と各

グリッドの状況を示すこととする。

　分類、計測した石器石材は、総点数8,713点（Tab.1）、

総重量 239,477 ｇ（Tab.2）である。これらの石器石

材を肉眼観察により、チャート、黒曜石、砂岩、凝灰岩、

安山岩、流紋岩、ホルンフェルス、石英、頁岩、粘板

岩、片岩系、その他、計 12種類に分類し、さらにチャー

トは 12種類、黒曜石は 2種類に細分した。

　なお、石材の分類は、複数の人員が肉眼観察により

実施している。このため、幾許かの誤差が含まれてい

ることをお断りしておきたい。

4-5　熊本県頭地下手遺跡出土の石器石材について

越 知 睦 和　※

3　全体の傾向

　分類、同定、計数、計量の結果は、石質組成表とそ

のグラフで示した。

　チャートの点数は約 7,000 点で全体の約 80％を占

め、その重量は約 137kg で全体の約 60％である。点

数と重量の関係から、1点あたりの重量が比較的軽い

ということが言える。このことは、チャートには石器

製作時に剥離された細かな剥片が多く含まれているこ

とを示している。

　チャート以外の石材は、数量、重量ともに各々数パー

セントにすぎない。その傾向は多少の変動はあるも

ののグリッド毎の状況にも言える。出土量の多い C2、

D2グリッドでも同様である。ただし、C2、D2グリッ

ドの砂岩は重量がやや多い傾向を示している。これは、

頭地下手遺跡の特徴の一つである石錘が多量に出土し

ていることと関係がある、と考えている。礫塊石器で

ある石錘は、素材段階から原石の形状がほとんど変化

しないため、点数に対して重量が多くなる傾向を示す。

　この他、黒曜石、凝灰岩、安山岩、流紋岩、ホルン

フェルス、石英、頁岩、粘板岩、片岩系石材、その他、

と種類豊富な石材が認められたが、点数、重量ともに

※　九州文化財研究所を経て、現在、福岡県糟屋郡宇美町教育委員会嘱託 
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Fig.1　頭地下手遺跡Ⅳ区出土石材の組成
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わずかである。片岩系石材については緑色片岩、結晶

片岩等があり、その他には玄武岩、礫岩、花崗岩、泥

岩、石灰岩等が含まれるが、石器石材にはあまり使わ

れないものであり点数も数点にとどまるため、頓雑し

ないようその他として一括した。

　以上の石材のうち、黒曜石以外の石材は遺跡から数

十m先の川辺川の河原から採取でき、ほぼ在地の石

材として考えてよいと思いわれる。

4　チャートと黒曜石
　次に、チャートと黒曜石について述べる。チャート

は最多出土量の在地石材であり、黒曜石は産地推定が

可能な搬入石材であるため、頭地下手遺跡における石

器石材の特徴を示すと予想したからである。

　チャートは、全体の色味と筋のような模様によって

12 種類に細分した。また、黒曜石は色味によって 2

種類に細分した。

チャート

　白色系：全体的に白いもの。

　黒色系：全体的に黒いもの。

　灰色系： 全体的に灰色のもの。白色系・黒色系と判

断が難しいものは灰色系とした。

　赤色系： 全体的に赤色のもの。いわゆる「赤チャー

ト」。

　緑色系：全体的に緑色のもの。

　茶色系： 全体的に茶色のもの。赤色系と見分けが難

しいものもある。

　紫色系： 全体的に紫色のもの。

　灰色系白 線： 全体が灰色でその中に白色の線（筋）

がランダムに入るもの。

　灰色系黒 線： 全体が灰色でその中に黒色の線（筋）

がランダムに入るもの。

　灰色系赤線： 全体が灰色でその中に赤色の線（筋）

がランダムに入るもの。

Tab.1　頭地下手遺跡Ⅳ区出土石材　計数一覧
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　黒色系黒線： 全体が黒色でその中に漆黒の線（筋）

がランダムに入るもの。

　黒色系白線： 全体が黒色でその中に白色の線（筋）

がランダムに入るもの。

黒曜石（ob）

　黒色系： 全体が漆黒色のもの。佐賀県の腰岳産と推

定する。

　灰色系： 全体が灰色のもの。長崎県の針尾産と推定

する。

　チャートは、灰色系が最も多く全体の約8割を占め、

かなりの点数差はあるが黒色系 778 点、灰色系黒線

284 点、赤色系 169 点が続く。その他のチャートは、

数点から数十点と少量である。この傾向はグリッド毎

でも同様であり、灰色系が相対的に高い割合を占めて

いる。ただし、D1グリッドは灰色系 4点と極端に少

なくなり、黒曜石のほうが多い様相を示している。

　次に、黒曜石について述べる。多数を占める黒色系

の黒曜石は、近隣に産地が確認されていない。最も近

い産地は鹿児島県との県境にある日東産黒曜石である

が、不純物が多く入ることが特徴である。頭地下手遺

跡でも不純物が入る黒曜石も確認されているが、漆黒

色のものがほとんどであり、日東産黒曜石とすること

はできない。黒色系の黒曜石は、頭地下手遺跡が縄文

時代後期を主とすることを考えれば、この時期に多用

される腰岳産黒曜石と考えるのが妥当であろう。なお、

わずかであるが灰色系の黒曜石が確認されている。こ

れは前述した長崎県の針尾産の特徴であるが、時期的

に旧石器時代に使われる黒曜石であり、本資料が縄文

時代後期に属するものかは不明である。

　黒色系の黒曜石は 233 点とその他の石材と比べれ

ば非常に少ないが、産地から遠隔地である本遺跡にお

いてその黒曜石が 233 点出土しているという事実は
熊本県頭地下手遺跡出土の石器石材について　 

Tab.2　頭地下手遺跡Ⅳ区出土石材　計量一覧
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Tab.3　頭地下手遺跡Ⅳ区出土　チャート、黒曜石　計数一覧

Tab.4　頭地下手遺跡Ⅳ区出土　チャート、黒曜石　計量一覧
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非常に特徴的である。また、グリッド別の状況におい

ては、チャートと同じく C2（69点）、D2（61点）グリッ

ドで多く確認されている。しかし例外的な様相も確認

されている。D1グリッドではチャートが 4点しか出

土していないのに対し黒曜石は 24 点出土しており、

他のグリッドのようなチャート主体の状況とは異なっ

た様相となっている。

5　頭地下手遺跡の特徴
　以上に述べてきたことから、頭地下手遺跡の特徴は

以下のとおり取りまとめることができよう。

　頭地下手遺跡は、チャートの石材原産地に立地し

た、チャートを主体とした石器製作址である。頭地下

手遺跡から数十m下れば、川辺川の河原でチャート

転礫が採取できる。したがって、河原石を原石とした

石材原産地である可能性が最も高くなろうが、周辺地

域の露頭調査を加えて詳細に検討することが必要であ

ろう。

　また、頭地下手遺跡は、遠隔地の石材である黒曜石

が一定量出土し、かつ、剥片剥離作業の痕跡を認める

ことができるため、石材流通における主要中継地とし

ての性格もそなえている。

　なお、チャート以外の石器石材には、主要な石材と

して砂岩、凝灰岩、安山岩があり、これにホルンフェ

ルス、石英、頁岩、粘板岩、片岩系石材等が加わり、

豊富な種類の在地石材が使用されているという特徴が

抽出される。これは、チャートの原産地遺跡でありな

がら他の石材も使用していることとなり、石器の器

種によって石材の使い分けがなされたことを示唆しよ

う。事実、砂岩は石錘に多用されているのである。

　頭地下手遺跡のように、黒曜石以外の石材原産地、

石器製作址となる縄文時代の遺跡は、非常に稀有であ

る。今後、頭地下手遺跡で製作されたチャート製石器

がどのように流通しているか、探ることが課題であろ

う。まず、頭地地域、川辺川流域の遺跡出土のチャー

ト製石器を分析することで、その動向は予察すること

ができよう。
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Fig.2　頭地下手遺跡Ⅳ区出土石材の石質組成（チャート）
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